
書写・書道教育推進協議会                  2025（令和 7）年 12 月現在 

小・中学校の国語科書写教育ならびに高等学校の芸術科書道教育のさらなる充実を目指し、構成 6 団体、 賛

同 6 団体により活動を行っています。 

設立日＝2014（平成 26）年 4 月 1 日 

【構成団体】公益社団法人全日本書道連盟 公益財団法人全国書美術振興会 全日本書写書道教育研究会 

       全日本高等学校書道教育研究会 全国大学書写書道教育学会 全国大学書道学会 

【賛同団体】一般財団法人毎日書道会    読売書法会     産経国際書会 

       公益社団法人日本書芸院  全日本書文化振興連盟  日本書道文化協会 

◎組織の目的 
 小・中学校の国語科書写教育ならびに高等学校の芸術科書道教育のさらなる充実を目指し、 

もって日本の伝統文化の普及、発展に寄与すること。 

◎役  員 
【特別顧問】松木  健 毎日新聞社相談役、毎日書道会理事長 

     村岡 彰敏 読売新聞東京本社代表取締役社長、読売書法会会長 

     飯塚 浩彦 産経新聞社代表取締役会長、産経国際書会会長 

     井原 康宏 株式会社共同通信社代表取締役社長 

【顧 問】 國分  充 国立大学法人東京学芸大学学長 

      金子 健彦 和洋女子大学学長 

【会 長】 田中壮一郎 公益財団法人全国書美術振興会会長 

【副会長】 中村 伸夫 公益社団法人全日本書道連盟理事長 

      髙木 聖雨 公益財団法人全国書美術振興会理事長 

◎実務者会 

 

【副座長】 加藤 泰弘 

【委 員】 加藤 東陽  長野 竹軒  髙島 一広  木村 則夫  青山 浩之 

  杉山 勇人  寺坂 昌三  福井 淳哉  鹿倉 碩齋 

◎事務局 全日本書道連盟 内 

  片山 純一（全国書美術振興会） 飯田 善一（全日本書道連盟） 

○「書写・書道教育に関する要望書」を提出 
2013（平成 25）年 6 月 27 日、構成 6 団体による要望を文部科学大臣・中央教育審議会会長に提出した。 

○「書写・書道教育推進協議会」発足 2014（平成 26）年 4 月 1 日 
○「書写・書道教育充実のための署名」を提出 

2014（平成 26）年 9 月 24 日、署名 944,483 筆を文部科学大臣に提出した。 

○「要望の具体的内容」を提出 
2015（平成 27）年 2 月 5 日、要望書を文部科学省初等中等教育局長・教育課程課長に提出した。 

○「書写・書道教育推進基金」を開設 
2015（平成 27）年 2 月に基金を開設し、活動資金としてきた。 

○水書等を導入した実験授業の実施 
全国の小学校 20 校で、第 1・2 学年の国語科書写に水書等を導入した実験授業を実施、研究。 

書写・書道教育推進基金から水書用筆、用紙等の物資提供を行った。 



○要望実現に向けたエビデンス（裏付け）をまとめ提出 
次のとおり調査研究・まとめを各団体に付託、報告書を文部科学省教育課程課に提出した。 

 ・小学校低学年（第 1・2 学年）に対する毛筆（軟筆）指導・導入に関する研究及び検証 

  2015（平成 27）年 3 月 全日本書写書道教育研究会特別研究委員会小学校部会 

 ・中学校国語科書写の学習指導における生徒・指導者の意識および実態調査 

  2015（平成 27）年 11 月 全日本書写書道教育研究会特別研究委員会中学校部会 

 ・手で文字を書くことの原理と文字を効果的に書くための方法 

  2015（平成 27）年 12 月 全国大学書写書道教育学会 

 ・小学校教育免許に対応する書写の授業実施状況調査 

  2017（平成 29）年 3 月 全日本書写書道教育研究会本部大学部会 

              日本教育大学協会全国書道教育部門関東地区会 

○水書用筆等を活用した書写指導法研修会（略称：水書指導研修会）の開催 
学校教職員を主たる受講対象とし、協議会で製作した冊子・映像（DVD）教材により各地で同内容の   

研修会を開催した。2018（平成 30）、2019（令和元）年度に全国 9 会場で開催した。 

【2018（平成 30）年度】 

主催：書写・書道教育推進協議会  後援：文部科学省  協賛：全国書道用品生産連盟 

 開催地 開催日 会 場 受講者数 共 催 

1 東京都 7／25（水） 東京都港区立本村小学校 70 名 
東京都教職員研修センター 

東京都小学校書写研究会 

2 大阪府 8／10（金） 大阪府立桃谷高等学校 50 名  

3 埼玉県 8／20（月） 文教大学越谷キャンパス 150 名 埼玉県書写書道教育連盟 

4 北海道 1／17（木） 
札幌市生涯学習センター「ち

えりあ」 
80 名 

 

【2019（令和元）年度】 

主催：開催地、書写・書道教育推進協議会  協賛：全国書道用品生産連盟 

 開催地 開催日 会 場 受講者数 共 催 

1 東京都 6／16（日） 国立新美術館講堂 100 名 書象会 

2 福島県 7／29（月） いわき市中央台公民館 100 名 福島県書写書道教育研究会 

3 岩手県 8／ 8（木） 国立大学法人岩手大学 50 名 岩手県書写書道研究協議会 

4 福岡県 8／21（水） 国立大学法人福岡教育大学 100 名 福岡県書写書道教育研究会 

5 愛知県 1／31（金） 新名古屋市教育館 100 名 愛知県書写書道教育研究会 

○「国語科書写の指導において身に付けるべき毛筆実技に関わるガイドライン」発行 
2024（令和 6）年 3 月 

大学の教職員養成課程において、また現職の教職員が国語科書写の指導を行うにあたり、毛筆実技の学習

内容について最低限踏まえるべきガイドラインを発行した。 

 

以 上 


